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受賞講演：農芸化学奨励賞 



受賞講演１ 
糖鎖ライブラリーを活用した分子認識プローブの構築に関する研究  

 

   
 

はじめに  

生体内の糖鎖分子は，さまざまな糖鎖構造や糖鎖密度

で細胞表面などの発現し，細胞の接着・増殖や免疫応答

などのさまざまな生命現象におけるシグナル分子として

機能している．一方，ウイルス感染やがんなどのさまざ

まな疾患の亢進にも深く関連することが明らかとなり，

これら疾患の診断・予防・治療の標的分子として複合糖

質の糖鎖が注目されている．しかしながら，構造が明確

でかつ高純度の糖鎖分子を大量に入手することはこれま

で極めて困難であった．そこで，本研究では，複合糖質

の糖鎖構造に基づいた「糖鎖ライブラリー」の構築を目

指し，系統的かつ実践的なオリゴ糖鎖の酵素合成法の開

発を行った．また，糖鎖分子をより高機能化した分子認

識プローブの構築を目的とし，天然の機能性複合糖質分

子であるムチンやスフィンゴ糖脂質をモデルとしたネオ

糖タンパク質およびネオ糖脂質の分子設計および合成法

の開発を行った．さらに，得られたネオ複合糖質の分子

認識プローブとしての有用性を実証した． 

「糖鎖ライブラリー」の構築  
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β-Gal’ase, β-D-Galactosidase; β3GnT, β1,3-N-acetylglucosaminyltransferase; αFucT, 
α1,3-fucosyltransferase, Endo-β-Gal’ase, Endo-β-Galactosidase; β-NAHase, β- N-acetylhexosaminidase; 
ST6Gal, α2,6-sialyltransferase ; pNP, p-nitrophenyl. 
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シンポジウム 



 

シンポジウム１ 
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シンポジウム４ 

静岡大学農学部応用生物化学科 河岸洋和 
 
はじめに 
 キノコは地球上に 14 万種存在すると指摘する研究者がいる．その中で，毒キノコは少
数派である．しかしながら，キノコ狩りの季節になると，キノコ中毒が全国各地で発生す
る．キノコ毒の研究は長い歴史をもち，多くの研究例があるが未解明なことも多い．本講
演では我々の研究室で行ってきた研究を中心に紹介する． 
 
1) カキシメジの胃腸毒 
 カキシメジ（Tricholoma ustale）は毎年中毒例
がワースト３に入る毒キノコである．このキノコを
誤食すると下痢や嘔吐を起こす．その毒本体の精製
を試み，ustalic acid (1)と命名した新規物質とその
誘導体（2-5）を得た（図 1）．これらの化合物は
Na+,K+-ATPase を阻害し，その結果，下痢を誘発
すると結論した．1） 
 
 
2) ホテイシメジの悪酔い毒 
 ホテイシメジ（Clitocybe clavipes）は美味
なキノコであるが，アルコールと共に摂取する
と悪酔いを起こす．これはエタノールから代謝
されたアセトアルデヒドのさらなる代謝が阻害
されてしると考え，原因物質の精製を試みた．
その結果，アセトアルデヒドデヒドロゲナーゼ
阻害物質として，化合物６から 10 を得た．２） 
 
 
 
 
 
３）スギヒラタケの致死性毒 
 2004 年，東北・北陸地方ではよく食べられている野生のキノコ，スギヒラタケ
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（Pleurocybella porrigens）を食べた人々に急性脳症が発生し，17名の死者が出た．その
原因として，キノコへの細菌やウイルスの感染，キノコの突然変異など，諸説有る．我々
は，このキノコの抽出物のマウスへの腹腔内投与によって，致死毒性を確認した（ 3675 
mg/kg で死亡）．現在，毒本体の分離，精製中（現段階で 25 mg/kg）である． 
 
1. Sano, Y., Sayama, K., Arimoto, Y., Inakuma, T., Kobayashi, K., Koshino, H., and 
Kawagishi, H., Ustalic acid as a toxin and related compounds from the mushroom 
Tricholoma ustale. Chem. Commun., 1384 -1385 (2002).  
1. Kawagishi, H., Miyazawa, T., Kume, H., Arimoto, Y., and Inakuma, T., Aldehyde 
dehydrogenase inhibitors from the mushroom Clitocybe clavipes. J. Nat. Prod., 
65, 1712 -1714 (2002.).  
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